
既存インフラに頼らない、オフグリッドモジュール『WEAZER』による棚田保全と能登の復興に

向けたプロジェクト始動 

 

～氷見市・長坂地区・ヤマタネ・ARTH・三井住友銀行による包括連携協定を締結～ 

富山県氷見市、同市長坂地区、株式会社ヤマタネ、株式会社 ARTH、株式会社三井住友銀行の 5 者は、2026 年 2 月

3 日、農地を中心とした地域の文化・資産を保全し、持続可能な地域づくりを推進するための「棚田を中心とした持

続可能な地域づくりに関する連携協定」を締結いたしました 。 
 

伝統的な「棚田」を持続可能な地域モデルへ 

氷見市長坂の棚田は、海越しに立山連峰を望む絶景を誇り、農林水産省の「つなぐ棚田遺産」にも認定されている日本の宝で

す 。しかし、担い手不足や高齢化により、その維持は深刻な危機に面しています。 

本協定は、この棚田を守り抜くため以下の 3 つの柱を軸に「持続可能な地域モデル」を構築します 。 
 

1. 棚田の保全と高付加価値化： 棚田米の価値を最大化し、耕作放棄地を復活させる仕組みづくり 

2. 関係人口の創出： 宿泊施設を拠点に、都市住民が地域の農・歴史・文化を体験する場の提供 

3. 未来への継承： 地域資産をサステナブルな循環モデルとして、次世代へつなぐ体制の確立 
 

  
 

能登半島地震の象徴的な復興の一歩へ。既存インフラに頼らない「新しいライフライン」 

2024 年の能登半島地震では、氷見市も大きな被害を受けました。既存インフラ（電線・水道）に依存せず、太陽光や雨水といっ

た自然の恵みのみで電気と水を完全自給する、「完全エネルギー自給型」の宿泊施設を棚田に導入するのは世界初の取り組みで

す。ARTH が開発したオフグリッドモジュール『WEAZER（ウェザー）』を軸に、インフラ断絶時でも稼働し続ける特性は、今

後の地域防災・復興における新しいライフラインの形を示します 。 

また、排水を含め地域環境に負荷をかけない『WEAZER』であれば、日本の美しい棚田の風景との共生が可能です 。 

  
 

連携協定による各者の役割 

本連携協定により、5 者がそれぞれの知見とリソースを融合させ、多角的に地域課題の解決に取り組みます 。 
 

氷見市：長坂地区、地域事業者等との連携支援  

長坂地区：棚田や地域文化の保全、関係人口創出に向けた都市住民等の受け入れ  

株式会社ヤマタネ：宿泊施設のコーディネート、棚田の高付加価値化(NFT の活用等)  

株式会社 ARTH：オフグリッドモジュール『WEAZER』を活用した宿泊施設の建設・運営、地域体験コンテンツの造成支援  

株式会社三井住友銀行：宿泊施設の事業化支援、行政や地域内外の事業者等との連携支援  
 

オフグリッド技術による能登の創造的復興と棚田保全を両立させる新しい地域経済モデルとして、氷見市から日本全国へ持続可能

な未来の形を提示してまいります。 



 

■WEAZER 製品情報■ 

WEAZER は、地球のエネルギーから電力と水を 100%自給する建築モジュール。既存の

インフラから解放され、CO2 や汚水の排出もありません。美しい自然を傷つけず、この

地球と共に息づく。WEAZER はそんな滞在体験を実現します。 

公式サイト：https://weazer.jp/  

公式インスタグラム：https://www.instagram.com/weazer_official/ 

 

 

 

【会社概要】 

株式会社 ARTH（https://arth-inc.jp/） 

代表取締役 高野 由之 

〒103-0003 東京都中央区日本橋横山町 3-14 

創業：2017 年 4 月 

 

【事業内容】 

[Technology] オフグリッド型居住モジュール「WEAZER」開発事業 

[Culture] 歴史資源・文化資源のプロデュース事業 

[Nature] 自然資源のプロデュース事業 

 

 【本件に関する取材のお問合せ】 

株式会社 ARTH 広報担当：藤田 

電話 / FAX：050-5468-6238 /03-4496-4447 

メール ： pr@arth-inc.jp 

https://weazer.jp/
https://www.instagram.com/weazer_official/
mailto:pr@arth-inc.jp

